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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年7月22日(2010.7.22)

【公開番号】特開2009-3264(P2009-3264A)
【公開日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-001
【出願番号】特願2007-165230(P2007-165230)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ   6/14     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ   6/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/20    ５５５　
   Ｇ０３Ｇ  15/20    ５１０　
   Ｈ０５Ｂ   6/14    　　　　
   Ｈ０５Ｂ   6/06    ３９３　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月7日(2010.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コイルと、前記コイルに高周波電流を流すための高周波回路と、前記コイルに通電され
る高周波電流により生ずる磁束により発熱する導電層を有し、記録材上の像を所定の像加
熱温度で加熱する像加熱部材と、前記コイルへの通電を制御する通電制御手段と、を有す
る像加熱装置において、
　前記像加熱部材のキュリー温度は前記像加熱温度以上で像加熱装置の耐熱温度未満であ
り、像加熱部材をキュリー温度に近い設定温度になるまで上昇させる工程中に前記コイル
に通電される電流の周波数は、記録材上の像を加熱する工程中の前記コイルに通電される
電流の周波数よりも大きくすることを特徴とする像加熱装置。
【請求項２】
　前記設定温度は像加熱温度であることを特徴とする請求項１に記載の像加熱装置。
【請求項３】
　像加熱部材をキュリー温度に近い設定温度になるまで上昇させる工程中に前記コイルに
通電される電流の周波数と像加熱工程中に前記コイルに通電される電流の周波数とは一定
であることを特徴とする請求項１または請求項２のいずれかに記載の像加熱装置。
【請求項４】
　前記加熱部材の導電層の厚さをｄ（ｍｍ）と、前記加熱部材の透磁率をμ（Ｈ／ｍ）と
、前記加熱部材の導電層の固有抵抗をρ（Ω・ｍ）と、設定温度まで上昇させる工程中に
前記コイルに通電される電流の周波数ｆ１（Ｈｚ）と、像加熱中に像加熱部材の温度を像
加熱温度に維持するために前記コイルに通電される電流の周波数ｆ２（Ｈｚ）と、は
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【数１】

の関係を満たすことを特徴とする請求項３に記載の像加熱装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明は、コイルと、前記コイルに高周波電流を流すための高周波回路と、前記コイル
に通電される高周波電流により生ずる磁束により発熱する導電層を有し、記録材上の像を
所定の像加熱温度で加熱する像加熱部材と、前記コイルへの通電を制御する通電制御手段
と、を有する像加熱装置において、前記像加熱部材のキュリー温度は前記像加熱温度以上
で像加熱装置の耐熱温度未満であり、像加熱部材をキュリー温度に近い設定温度になるま
で上昇させる工程中に前記コイルに通電される電流の周波数は、記録材上の像を加熱する
工程中の前記コイルに通電される電流の周波数よりも大きくすることを特徴とする。


	header
	written-amendment

